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研究成果の概要（和文）：多民族・多言語都市プラハとダブリンの複雑な状況下で生きていた作家たちが、本来
は知覚不可能なはずの「亡霊」的なものを知覚させる「メディア」への意識を尖鋭化させていたことが確認され
た。その際に得られたとりわけ重要な知見は、19世紀末から20世紀初頭にかけて流行したオカルティズムやスピ
リチュアリズム（心霊主義）が、いわば「見えないものを見る」営みのお手本として、作家たちのアイデンティ
ティ構築の軸をなしていたことである。

研究成果の概要（英文）：In the course of this research project, we found out that writers who lived 
in the complicated situation in the multiethnic and multilingual cities Prague and Dublin were often
 highly conscious of the role of "media" that make something unconceivable--such as ghosts and 
spirits--conceivable. Of particular importance was the fact that at the turn of the 19th and 20th 
century, occultism and spiritualism served as a model for the identity formation of those authors, 
since the practices of occultism and spiritualism were nothing but paradigmatic attempts to make 
something invisible visible. 

研究分野： ドイツ文学

キーワード： アイルランド表象　ナショナル・アイデンティティ　亡霊文学　オカルティズム/スピリチュアリズム　
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ともすれば怪しげなもの、迷信的なものとしてイメージされがちなオカルティズムやスピリチュアリ
ズムの文化史的な意義を明らかにした。この点に、まず大きな意義がある。さらに、「亡霊」をめぐる文化現象
と、写真や映画、蓄音機やタイプライター、電話や無線通信といった新しいメディアがもたらした社会的なイン
パクトを、モダニズム文学というレンズを通して一つの連続体として捉えることに成功したのも重要である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 20 世紀初頭のプラハとダブリンは、複数の民族・複数の言語が入り乱れる都市であった。そ
の状況下では異なる民族のあいだの対立や衝突がしばしば起こり、しばしば言語の問題がその
対立の軸をなした。被支配の立場に甘んじていた人々が支配層に対抗しつつ文化的な主導権を
握ろうとする闘争も、また逆に、地位を脅かされた支配層からの反攻も、往々にして「母語」
の礼賛を通じたナショナル・アイデンティティの醸成という文化戦略を採用したのである。 
 世紀転換期のヨーロッパを広く覆った「言語懐疑」の思潮は、このように複雑な民族問題・
言語問題の渦中にあったプラハとダブリンにおいてとりわけ強く、「言語危機」と呼ばれる状況
を生み出した。他ならぬこの状況がもたらした稀にみる文学的な生産性を詳らかにするべく、
多くの独文学者と英文学者が参加し、基盤研究（A）（2006 年～2009 年）「プラハとダブリン
―20 世紀文学の総括の試みとしての『二都物語』」（研究代表者：河中正彦→城眞一）および基
盤研究（B）（2011 年～2013 年）「プラハとダブリン、20 世紀文学の二つのトポス―言語問題
と神秘思想をめぐって」（研究代表者：城眞一）という二回の研究会が組織された。そこでは、
プラハ出身のマウトナー、リルケ、カフカ、ダブリン出身のイェイツ、ジョイス、ベケットら
の作家たちが、自らの民族的・言語的アイデンティティの揺らぎに直面しつつ、超言語的なも
のへの強い志向を共有していたことが明らかにされた。 
 本研究は、この先行する二回の研究会の成果を引き継ぎつつ、そこに新たな視点を加えて研
究を深化させようとしたものである。 
 
２．研究の目的 
 先行する二回の研究会は、二つの多言語都市プラハとダブリンで花開いた文学に対し、言語
問題・ナショナリズム・神秘思想といった観点からアプローチした。その結果、単一言語の視
座から作家・作品について記述する文学史記述では見落とされがちだった複数の言語領域・文
化領域の相互作用の重要性が浮かび上がってきた。この認識に立脚しつつ、新たに「亡霊」と
「メディア」を鍵概念としてプラハとダブリンの作家たちに共通する志向を取り出し、複数の
言語と文化をつなぐ活動としての「翻訳」の豊かさに光をあてることを本研究はめざした。 
 本来は目に見えないはずのものが目に見える現象としての「亡霊」は、当時のプラハとダブ
リンの作家たちが志向した超言語的なもののいわば範例であり、同時代に大流行したオカルテ
ィズム/スピリチュアリズム（心霊主義）の潮流に彼らが強い関心を寄せたのは、当然のなりゆ
きであった。本研究は、オカルティズム/スピリチュアリズムが流行した 19 世紀から 20 世紀へ
の転換期が、蓄音機・映画・ラジオなどの新たなメディアが誕生し普及していった時期と重な
るという点に注目した。今日でこそ、オカルトと科学は相反するものとして捉えられるのが通
例であるが、当時は、超常的なものと交信する「霊媒（media）」をめぐる言説と、最新のテク
ノロジーによる情報の「媒体（media）」をめぐる言説は境を接していた。両者は、目に見えな
いものと人間の知覚を媒介するという点で一定の互換性を持っていたからである。 
 
３．研究の方法 
 以上のような意味で、本研究では「亡霊」と「メディア」を分析の軸に据えた。その際、主
に以下の三つの経路で研究を行うことを想定していた。 
 １）19世紀末以降のアイルランドのナショナリズムは、アイルランド古来の伝統を甦らせる
ことで宗主国との差異化を図ったアングロ＝アイリッシュと、外部から押しつけられたステレ
オタイプな他者像をあえて内面化することで独自のナショナル・アイデンティティ構築をめざ
したゲーリック＝アイリッシュの二つを軸として推移した。このような、それ自体として虚構
的な性格をもつアイデンティティと、非実体的な「亡霊」のモチーフとの親和性を手がかりに、
イェイツ、ジョイス、ベケットなどダブリン出身の作家たちの作品を「亡霊」という観点から
読み直しつつ、アイルランド表象の「亡霊」的性格を考察する。 
 ２）同様に「亡霊」的なナショナル・アイデンティティの意識を抱えながら生き、好んで「亡
霊」モチーフのテクストを書いたリルケ、マイリンク、カフカなどプラハの作家たちが、同時
代の言説空間の中で脚光を浴びつつあった「霊媒＝メディア」への関心を強めていた事実を重
視し、彼らの文学的テクストのメディア論的位相を探る。 
 ３）プラハとダブリンの多言語状況は、異なる言語領域を媒介する「翻訳」の行為の重要性
を必然的に照らし出す。そこでは単に一つの言語から別の言語へと文学的テクストが置き移さ
れるだけでなく、異なる文化同士が接触し、異質な要素に触れた結果として文化そのものが変
容していくプロセスでもある。そのような事例を集めるとともに、こうした文化間の移動に際
して上記のような「亡霊」的性格のナショナル・アイデンティティがどのように推移したかを
明らかにする。 
 
４．研究成果 
 本研究が取り組んだのは、まず、当時のヨーロッパにおけるオカルティズム/スピリチュアリ
ズムという社会現象の広がりの規模とその射程である。当時のオカルティストたちは、自らの
活動をあくまで「科学」と位置づけつつ心霊現象の研究に携わっており、そこに迷信／科学と
いう二項対立図式はあてはめられない。彼らは主に雑誌メディアを媒体に積極的に情報発信を
行っていた。彼らのメディア戦略というもの自体がきわめて興味深い研究対象であり、予想外



の広がりをもつ研究分野であることが明らかになった。 
 プラハとダブリンの作家たちは、そのようなメディアを通じて最先端のオカルティズム研究
に触れるかたわら、自らも心霊集会（セアンス）を企画・実行するなど、心霊主義の拡大・流
行に大いに寄与した。従来のドイツ文学研究における「亡霊」研究は、英文学研究における状
況と比較して、研究がやや手薄であることが否めなかった。ドイツ文学においても「亡霊」研
究が同様に成り立つことを示し、従来の英文学研究におけるそれをも包括した全ヨーロッパ的
視座を打ち出したことが、本研究の最大の成果である。もとよりタイプライターや蓄音機やラ
ジオなどの新メディアの発達により、自らの作家としてのあり方を問い直す必要に迫られてい
た作家たちにとって、こうした心霊主義的な活動は、アイデンティティを（再）構築するうえ
で重要な役割を果たした。目に見えない亡霊たちの声を聴き取り、テクストとして定着させる
ことで可視的な世界と不可視の領域をつなぐ存在としての「霊媒＝メディア」に、作家たちは
あるべき芸術家像のモデルを見出したからである。 
 その一方で、プラハとダブリンの作家たちが自らのナショナル・アイデンティティに対し、
きわめてアンビヴァレントな態度を示していた事実が浮き彫りにされた。そもそもナショナ
ル・アイデンティティとは、しばしば「大地」や「大樹」のメタファーで語られ、安定的なも
のであろうとするものだが、本研究が分析の対象とした「亡霊」的な性格のナショナル・アイ
デンティティは、そうした安定志向とは相容れず、そこに帰属しようとする者の足場をかえっ
て不安定化するような、いわば脱領域的な傾向を有している。それだけに、プラハとダブリン
の作家たちが「翻訳」を通じて複数の言語圏・文化圏と交流していたという事実が、いっそう
重要なものとして目に映じてくる。自らのテクストをたえず外部からの視線にさらし、自分自
身の言語と文化を異化しつづけることで、脱領域的なアイデンティティの構築が可能になる。
本研究は、特にプラハのドイツ語作家たちとチェコ語圏との交流や、シュルレアリスムのよう
な芸術運動との相互作用に、そうした「翻訳」活動の範例を見出している。 
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